
シミュレーション演習 狙い

初日 イントロ

2日目 プローブと信号

3日目 実験結果からの数理モデル作成

4日目 時間パターンに対する選択的応答

5日目 スイッチ応答とメモリ

6日目 振動現象
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細胞運命決定機構：増殖と分化のスイッチ
現象を分子に帰着せさることができない！

ERKの時間波形が異なるだけで異なる現象を制御

エンコード デコード
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モデル縮約 : Ras のシンプルモデル
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k1 = 0.5

k3 = 0.0005

k6 = 100 定数：1

初期濃度：1

初期濃度：1 初期濃度：0

初期濃度：0

初期濃度：1
初期濃度：0

＊Ras_modelとして保存

分子間相互作用

酵素反応

酵素反応

分子間相互作用

k2 = 5

k4 = 0.005

k5 = 0.05

実験結果からパラメータを決める
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モデルの出力（シミュレーションで得ら
れる分子の時間波形）と，データ点の差○残差 ( )i iy f t
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  ユークリッド距離に相当

残差2乗和を評価関数と

して，最小にするよう
にパラメータを決める
方法を最小2乗法という

．残差に重みを付ける
などして，より一般的
な残差2乗和を用いる場

合もある．


